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     Mu1tivariate Heteroscedastic Methodについての成果概要＊
               統計基礎研究系（客員）東京理科大学理学部塩谷 実
 Heteroscedastic Method（以下H一法と書く）は，異なる共分散行列を持つ正規母集団瓜：ル（μ，
工），ゴ＝1，．．．，后の平均ベクトルμ。，乞＝1，．．．，尾に関する推測方法を構成するために提案されたもの
で，Stein（1945），Chatterjee（1959）の2段階標本抽出法を基礎としている．研究点をはっきりさせる
ため，々＝1とし，番号5を除いて説明する、
                          MO        MO （1）母集団∬からN。個の観測値をとり元＝（1／M）Σx、，γ＝Σ（エアー天）（x、一元）’，S＝γ／m，
                          r＝1         r三1
   m＝W。一1（≧力）を計算する（γ～肌（Σ，m），Wishart分布）．
 （2） M＝max｛Wo＋力2，［o・tr（r5）］十1｝， r＞0，o＞Oでgiven．
 （3）M一ル個の観測洲。、1，．．．，舳を行う． X：力×M＝［x、，．．．，伽。，舳。。、，．．．，洲］．
 （4）次の条件（i），（ii），（iii）を満たすようにん：力×N＝［α｛1，．．．，αw。，α王．〃。十ユ，．．．，α〃1，
   Z＝1，．．．，力；を構成する．
  （i） α’1＝… ＝αf〃。≡α’o （Z＝！，．．．，力）
  （ii）ん＾＝ef；＾＝（1，、．、，1）㍍。1，ej＝（O，．．．，O，1，0，．．．，0）’
        1  （iii）λ〃＝一一r一’⑳∫一1，λ：力2×N＝［＾，ん，．．．，λら1’
        o
 （5）基礎統計量を構成するための新しい確率ベクトルzを
            z：力×1＝（tr（λ1X’），tr（んX’），．．．，tr（んX’））
   と定義する．
                    力一mこのzに対して亙（z）＝μ，Var（z）＝（oT）一1    と求まり，Σに依存しない，                   m一力一！
         ・（・）一夫（・τ）㌦［｛・・1一夫（・一μ／（・・）（・一μ）／l
は容易に証明できる．ここにα＝m tr（〃），〃～肌（ム，m）である．
 H一法において々個の母集団の平均ベクトルμ｛，ゴ＝1，．．．，尾に関する推測を考える場合，同じ。＞0，
Tおよび第1段の標本の大きさN。を用い上記の手続きで，全体の標本の大きさ凡，行列λω：力2×凡
＝［〃〕’，〃〕’，．．．，〃γ］’を求め，そして，これらに基づいて確率ベクトルz｛，タ＝1，．．．，為を作る．推測
に使われる統計量はこのzゴの関数で，いまそれを工（z1，．．．，z珪）としておく．たとえばm＝王メTz，〃
                                        力
＝」≡一（z1－z、）T（z1－z、）などである．
 2力
 さて，上に概要を述べた中で，応用が具体的になされるためには種々解決されたければならない問題
があり，昭和61年度以来逐次研究解決してきた．以下に問題および解決した点を個条書きして，それを
発表した論文を指摘する．
 （I）確率変数2，統計量工（z、，．、．，z。）特にm，〃のnu11一分布，一般分布：力＝1，2の時には正確な
    分布（あるものは既知），力≧3の場合には漸近展開による近似分布（論文［3コ，［4］）．
 （II）行列λ：力2XM＝［ん，ん，．．．，ん1’の具体的た構成：存在性は証明されていたが，これを実際
    に計算できるように1つの方法を提案したのが，百武弘登（広島大学）である（論文［2］）．
 （IIl）定数。の決め方について：これは推測目的に応じて要求される条件を満たすように選ばれた
    ければたらたい．そしてこの。を用いて第2段の標本抽出を行うためのMが決められる．
    （a）一定の区間幅を持つ同時信頼区間の構成例（論文［4コ）
    （b）第2種の通語確率を与えられた値にするBehrens－Fisher問題に対する1つの解（論文
      ［5］）
  ＊都合で当日には報告されたかったが，要旨のみ載せる．
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 （IV） （2）で定められる標本の大きさNは確率変数である．このNの平均，標準偏差の上限，下限の
    評価（論文［6コ）．
以上のように，H一法で推測が行われる場合，具体的なデータ解析を行い得る準備は殆どでき上ったと思
われる．残っている問題が1つあり，重要なものである．それは「（II）でλの構成について触れたが，こ
れに一意性がたい．これの合理的た選択方法を研究すること」である．
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